
元
朝
の
皇
帝
直
轄
領
と
北
元
の
六
高
戸

岡

英

田

元
史
地
理
士
山
を
見
る
と
、
帝
閣
は
中
室
田
省
の
直
轄
の
腹
裏
と
、
十
一
の
行
中

書
省
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
路
・
府
・
州
・
燃
を
領
し
て
、
典
型
的
に
「
中
図
的
」

な
中
央
集
権
制
度
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
錯
究
で
あ
る
。
元

朝
の
質
慢
は
多
数
の
ノ
ヤ
ン
た
ち
の
私
領
の
集
合
慢
で
、
ノ
ヤ
ン
の
一
人
が
皇

帝
に
選
ば
れ
て
、
個
人
の
枚
入
で
中
央
政
府
を
運
経
由
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

元
朝
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
駆
逐
さ
れ
た
あ
と
、
残
っ
た
主
要
な
ウ
ル
ス
は
六

つ
あ
っ
た
。
こ
れ
が
ダ
ヤ
ン
・
ハ

l
ン
の
六
蔦
戸
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
一
つ

一
つ
は
ケ
ン
テ
イ
山
か
ら
大
興
安
嶺
、
陰
山
、
甘
粛
へ
か
け
て
元
代
に
繁
栄
し

た
封
建
領
の
直
接
の
後
身
で
あ
る
。

フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
の
六
王
道

本

回

貫
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ハ
ム
ダ
ラ
l
フ
u
ム
ス
タ
ウ
フ
ィ
l
の
『
心
魂
の
歓
喜
』

(
5
8
〉
・
0
・
(
ブ

ベ
ル
シ
ア
文
)
の
地
理
策
道
里
記
に
は
、
第
八
代
イ
ル
ハ
ン
、
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト

(
二
ニ

O
四
二
ニ
二
ハ
)
の
新
首
都
ス
ル
タ
ニ
ア
を
起
貼
と
し
て
「
イ
ラ
ン

の
地
」
の
境
界
黙
に
至
る
六
本
の
王
道
公

E
F芯
『
)
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い

る。

弘

こ
の
六
王
道
は
、
ス
ル
タ
ニ
ア
を
起
貼
と
す
る
フ
ラ
グ
"
ウ
ル
ス
の
騨
姑
制

(
可
山
岡
田
八

V
B和
む
の
整
備
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
六
王
道
が
、
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
内
で
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
た

か
、
そ
れ
は
笛
時
の
園
際
交
通
幹
線
に
ど
の
よ
う
に
接
績
し
て
い
た
か
を
調
べ

て
そ
の
機
能
を
確
め
、
さ
ら
に
フ
ラ
グ
H

ウ
ル
ス
に
お
け
る
騨
姑
制
の
沿
革
を

論
じ
て
み
た
い
。

水
利
と
地
域
経
済
組
織

斯

波

ユ白，，ql
・

義

信

中
園
史
に
お
い
て
、
唐
宋
時
代
に
水
利
に
闘
す
る
農
業
土
木
開
設
が
劃
期
的

な
設
達
を
と
げ
た
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
水
利

問
題
の
及
す
殺
果
、
影
響
を
客
観
的
に
剣
断
す
る
た
め
に
は
、
制
度
史
や
園

家
・
在
地
努
力
後
方
の
檎
利
や
利
害
の
消
長
に
つ
い
て
の
概
括
的
議
論
の
ほ
か

に
、
む
し
ろ
前
提
と
し
て
解
決
を
迫
ら
れ
る
課
題
が
存
在
す
る
。
か
り
に
、
沓

開
地
に
お
い
て
よ
り
高
次
の
水
利
の
安
定
を
志
向
す
る
土
木
技
術
的
愛
想
が
生

じ
、
江
南
地
域
に
お
け
る
如
く
現
賞
に
一
定
の
安
定
紋
況
が
唐
、
宋
、
元
、
明

に
か
け
て
将
来
さ
れ
た
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
笛
然
に
、
縞
民
定
住
、
都
市
化

を
含
む
居
住
空
間
、
生
態
的
環
境
そ
し
て
人
口
密
度
の
繁
化
が
抽
思
想
さ
れ
、
水

利
の
果
す
機
能
や
、
立
地
の
制
約
す
る
技
術
篠
件
や
、
新
奮
開
地
聞
の
人
口
シ

フ
ト
の
程
度
差
な
ど
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
な
が
ら
も
、
究
極
に
は
新

し
い
水
利
開
設
は
嘗
該
地
域
の
枇
曾
経
済
を
再
編
し
て
行
っ
た
に
相
違
な
い
。

本
報
告
で
は
、
掘
削
江
北
部
の
地
域
経
済
の
具
健
例
を
中
心
と
し
て
、
地
域
レ
ベ

-163ー


